
地域社会をつなぎ、防災文化を育てる

第２分科会

発 表 者 「防災塾・だるま」塾長 鷲山龍太郎 元横浜市立小学校長



取組のポイント（一体的実施によ
る学校・地域の課題解決）

Ａ 「学校を拠点とした地域づくり」
の理念を掲げ、学校支援本部活動、
学校運営協議会活動により強力に
学校を支援

Ｂ 学校職員のPDCAサイクルと噛
み合った学校運営協議会運営（学
校職員の主体的参画）

Ｃ 東日本大震災以来、防災・安
全への学校・保護者・地域連携を
議題とする

Ｄ マンション住人と自治会等との
乖離の問題を学校拠点防災訓練
で克服

横浜市立太尾小学校（太尾小学校学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員等数設置年度 委員数 年間開催回数

神奈川県横浜市 ７０３名 平成２０年度 １０名 ６回 ８名

豊かに学び ともに未来をひらく 太尾の子

学校教育目標

学校運営協議会を横
浜に先駆けて創設。
学校支援本部（地域
学校協働活動推進
員）が年間を通して
学校支援活動。

地区の自治会代表等
が学校運営協議会や
太尾ふるさと祭り実行
委員として参画。

学校、保護者、地域
の連携による地域が
一体となった防災訓
練や学校と地域の祭
りなどで地区の創生が
継続発展している。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・地域学校協働活動推進員
（学校支援本部）
・保護者（PTA)代表
・学校職員
・学校支援ボランティア代表
・地域防災拠点運営委員長等
・学識経験者

委員の構成

・学校経営方針
・学校評価
・学校予算
・各学年からの教育活動報告
・授業参観
・登下校等安全
・学校祭りなど連携行事、地域
防災拠点訓練への連携開催

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

学校運営協議会・・地域防災拠点運営員会
教育支援委員会（＝地域学校協働本部）
学校職員 学校支援本部 PTA本部
ファンド委員会
太尾ふるさとまつり実行委員会
見守り隊 お父さんの会 学校支援ボランティア→
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取組のポイント（一体的実施による学
校・地域の課題解決）

Ａ 学校職員のPDCAサイクルと噛み
合った学校運営協議会運営（学校職員
の主体的参画）

・学校経営方針・教育課程・予算・地
域防災・登下校安全・学校評価

Ｂ 東日本大震災以来、防災・安全への
学校・保護者・地域連携を議題とする

（大川小学校津波事故教訓から学
校保健安全法３０条への対応）

Ｃ 授業参観と共催の地域防災訓練
（職員への負担が少なく、児童・保護者・
職員・地域が一体的に実施

横浜市立北綱島小学校（北綱島小学校学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員等数設置年度 委員数 年間開催回数

神奈川県横浜市 ５７４名 平成２２年度 １０名 ４回 ８名

心をあわせ あかるくのびる 北綱の子

学校教育目標

東横線沿線であり、戦後
田んぼが宅地化して学校
が開校。
横浜市内でも子育て世帯
が多い。

大きな自治会の辺縁が集
まった地域であったが、学
校運営協議会での協議
をもとに、学校を拠点とし
て地区づくりが進んだ。

東日本大震災以来、防
災とまちづくりについての
連携を強化。

学校、保護者、地域の連
携による地域が一体と
なった防災訓練や学校と
地域の祭りなどで地区の
創生が継続発展している。

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・地域学校協働活動推進員
・保護者代表学校職員
・学校支援ボランティア代表
・地域防災拠点運営委員長等

委員の構成

・学校経営方針
・学校評価
・学校予算
・登下校等安全
・学校祭りなど連携行事、地域
防災拠点訓練への連携開催

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など

学校運営協議会ー（地域防災拠点運営委員会）

職員会議
各特別委員会

PTA 
見守り隊 学校支援ボランティア
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発表者：鷲山龍太郎

プロフィール
防災士 「防災塾・だるま」塾長 元横浜市立小学校長
校長として、地域、保護者等と連携した防災まちづくりを推進。
退職後は、行政機関、自治会、学校、教委等で防災の講演や支援、普及活動。

北綱島小学区（校長在任２０１０年度〜２０１３年度）は、２０１８年度「地域学校協働活動」推進に係る文部科学
大臣表彰を受賞。
太尾小学校区（校長在任２０１４年度〜２０１５年度）は、２０２０年度「防災まちづくり大賞総務大臣賞」受賞。

訪問させていただき、両校ともさらなる「学校を核としたまちづくり」が進展していることを実感。

発表者紹介

3



学校経営と「車の両輪」の学校運営協議会が地域社会をつなぎ、防災文化を育てる要旨

要旨

横浜市立北綱島小学校・太尾小学校は、学校運営協議会を中心とした学校・保護者・地域の連携を継続発展

地域・保護者による学校支援体制が深化。学校を拠点とした学区の防災まちづくりが活性化。

そのポイントには学校PDCAサイクルに噛み合った学校運営協議会の実質化と大川小事故教訓の反映がある。

今回、両学校の元校長の鷲山が両校の今を取材して紹介する。

取組成果

（１）学校運営協議会と学校経営のPDCAサイクルが噛み合い、学校目標実現に向けた取組が深化

（２）登下校安全見守り体制、いじめ防止対策、防災教育への学校・保護者・地域連携が深化

（３）学校運営協議会が推進する「学校授業参観共催の地域防災訓練」「学校と地域のまつり」で地域社会再生

継続発展する取組のポイント（一体的実施による学校・地域の課題解決）

Ａ 学校のチーム化とPDCA サイクル確立 →学校運営協議会にて協議、承認、助言、支援するサイクル

・学校経営方針・教育課程・予算・地域防災・登下校安全・いじめ防止対策・学校評価

Ｂ 学校運営協議会における校長・学校職員の役割は、学校職員、保護者、地域などの主体的参画を促し、

合意形成を創出する「ファシリテーター」

Ｃ 授業参観と共催の地域防災訓練 学校拠点地域まつり

（職員への負担が少なく、児童・保護者・職員・地域が一体になり防災を学ぶ）

変化・成長 学校職員・児童・保護者組織・地域組織・それぞれの成長 「学校を核とした防災まちづくり」の実現
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2024年１０月１７日元校長鷲山が取材させていただきました

太尾小学校学校運営協議会 組織組織

R7.3.31
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Ａ４一枚「曼荼羅型」の横浜市「中期学校経営方針」形式

確かな学力部会

豊かな心部会

健やかな体部会

ふるさと太尾部会

主幹会

いじめ防止対策委員会

各チームで
・学校経営方針案策定
・年間アクションプラン策定
・各教育活動計画検討
・学校評価項策定
・評価と反省
・次年度計画案策定

コミュニティ・スクールの前に 職員チーム化
と自律的PDCAサイクルの確立が重要

太尾小学校「中期学校経営方針」と対応する職員チーム組織経営方針
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４月
中期学校経営方針案確認
新体制始動 学年開き
予算案確立

DO

５〜７月
中期学校経営方針案確認
新体制始動 教育活動展開
学校運営協議会に報告

８〜１１月
安全・防災・いじめ等課題解決
地域・保護者連携

PDCAサイクル

ACTION

CHECK 12月〜2月
学校経営方針項目で
学校評価アンケート実施
（児童・保護者・地域・職員）

新年度計画策定

PLAN

太尾小 学校運営協議会の
PDCAサイクル

協議→承認

説明・提案

協議→承認
支援体制

授業参観
連携構築

連携・支援

学校評価・意見

太尾小学校職員組織
PDCAサイクル

引用：横浜市立太尾小学校運営協議会資料

学校評価・意見

学校PDCAサイクルと「車の両輪」の学校運営協議会年間計画
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ふるさと太尾構想（学校運営協議会議題）

〜太尾小を核とした、防災まちづくりプラン〜

学校ＨＰでも公開

１ 地域・保護者参画と支援

２ 学校を核としたまちの構築

３ 太尾小の特色ある教育活動の継続発展

４ 多様な学校地域連携の持続発展

５ 地域の人、もの、ことと学校のかかわり

６ 学校を拠点とした防災まちづくり

ふるさと太尾構想（学校運営協議会議題で毎年確認）基本理念
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詳細な支援・連携計画は月一の「教育支援委員会」（地域学校協働本部）で企画
地域学校
協働本部

教育支援委員会
（地域学校協働本部）

毎月開催
連携・支援事業を企画検討

合意形成

学校

学校運営協議会
年４回開催

PTA本部
支援本部
（地域）

ファンド委員会
（学校支援・地域連携行事資金）

ふるさとまつり実行委員会

学校支援ボラ
ンティア見守り隊

お父さん
の会
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学校運営協議会による学校ボランティア体制の構築学校支援

教育支援委員会
（地域学校協働本部）

毎月開催
連携・支援事業を企画検討

合意形成

学校

学校運営協議会
年４回開催

PTA本部
支援本部
（地域）

ファンド委員会
（学校支援・地域連携行事資金）

ふるさとまつり実行委員会

学校支援ボラ
ンティア

見守り隊
お父さん
の会
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学校運営協議会による学校ボランティア体制の構築学校支援
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学校運営協議会・教育支援委員会で安全・防災への連携構築安全・防災
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学校職員・児童・地域・保護者が連携して５０周年事業を推進強力な連携
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取組成果
（３）「学校と地域のまつり」で地域社会再生

取組のポイント

Ｃ 授業参観と共催の地域防災訓練

学校拠点地域まつり

（職員への負担が少なく、児童・保護者・職員・地域が一体になり防災を学ぶ）

（１）学校経営と学校運営協議会の両輪関係
（２）校長等ファシリテーションができていることが前提

「学校授業参観共催の地域防災訓練」と「太尾ふるさとまつり」
安全・地域
再生
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学校職員・児童・地域・保護者が連携で行う防災学習プログラム教育課程
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地域見守り隊と保護者の連携確立
・これまでうまく連携していなかった
・保護者が見守り隊を地区ごとに招待
・地区の交通安全課題を解決
・一致した行動を決めるファシリテーション
・この結果で、学校指導、地域保護者指
導を共通化、徹底

２０１５年太尾小の映像

登下校安全についての保護者と地域見守り隊との連携を確立通学安全
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学校ＨＰから公開 実質的な「地区防災計画」？

学校ホームページに防災行動マニュアル

協議→地域防災拠点本部から防災マニュアル配布防災教育
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１ 学校行事に位置づけ、職員も勤務として参加。代休もあるので職員への負担が少ない。

２ 北綱島方式を太尾小も導入、地域防災訓練の項目を学年ごとに割り振り、保護者も体験する。

３ 太尾小学校では、学校のホームページに防災マニュアル。
災害リスクを地域の各層に防災教育し、地域の防災文化を高めていくことができる。

太尾小 授業参観共催・地域防災拠点

授業参観＆地域防災訓練を日本の文化に防災教育
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取組成果
（１）学校運営協議会と学校経営のPDCAサイクルが噛み合うこと

→学校目標実現に向けた取組が深化

（取組のポイント）

Ａ 学校職員が創出し
→学校運営協議会にて協議、承認、助言、支援するサイクル
・学校経営方針・教育課程・予算・地域防災・登下校安全
・いじめ防止対策・学校評価

Ｂ 学校運営協議会における校長の役割は、学校職員、保護者、地
域などの主体的参画を促し、合意形成を創出する「ファシリテーター」

学校運営協議会の落とし穴
・校長と地域で密室決定→職員の下請け化→学校も学校運営協議会も「形骸化」

学校運営と噛み合った学校運営協議会が持続発展にポイント
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取組成果
（２）学校安全のための連携

登下校、いじめ防止対策、防災教育への連携が深化

（取組のポイント）

Ｃ 防災・安全へのを議題として行動計画を決定

子どもの安全のために学校、保護者、関係機関の連携を構築
学校運営協議会は、この協議の場として機能できる！

学校運営協議会・学校支援委員会で共通理解意図連携を構築ポイント２
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引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

学校・保護者・地域（地域防災）との連携と協働体制組織

学校

学校運営協議会

PTA本部
（保護者）

地域
（地域防災）

学校・地域コーディネーター

北つなほっこりサポーター
・教育支援・環境整備

図書ボランティア・花ボランティア

授業参観共催
地域防災拠点訓練

北つな
夏祭り

地域学校協働組織 学校防災・地域防災連携組織
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学校運営協議会で確立してきた安全・防災についてのカリキュラムカリキュラム
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北綱島小地域防災拠点訓練
２０１９

訓練風景 全体
引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

強力な地域連携のベースになる「授業参観共催地域防災訓練」特色
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初期消火訓練訓練

スタンドパイプ初期消火器体験訓練

水消火器体験訓練
バケツリレー訓練

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

カリキュラムに基づき児童と保護者は６年間防災知識・技能を学ぶカリキュラム

初期消火訓練 スタンドパイプ式初期消火器・水消火器・バケツリレー
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毛布による搬送訓練 応急手当訓練

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ取り扱い訓練 ｼﾞｬｯｷｱｯﾌ訓練ﾟ

救護訓練

救出訓練

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

救出訓練・救護訓練・搬送訓練

カリキュラムに基づき児童と保護者は６年間防災知識・技能を学ぶカリキュラム
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防災教育年間取組計画（北綱防災プログラム）２０１４カリキュラム

26



きたつな安全防災プログラム２０２４カリキュラム
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きたつな安全防災プログラム２０２４カリキュラム
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安心・安全ずっと大好北綱のまち（横浜の時間）系統表２０２４カリキュラム
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1年生・個別級

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

防災教育年間取組計画（北綱防災プログラム）カリキュラム
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綱島の水害の
体験談
地域の方々による

防災トイレの学習

ジャッキアップによる救出体験

消火器による初期消火訓練

水害について学習！

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

防災教育年間取組計画（北綱防災プログラム）カリキュラム
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高齢者体験 毛布を使った
搬送訓練

大人と一緒に座学

下水道直結トイレ組立訓練

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

防災教育年間取組計画（北綱防災プログラム）カリキュラム
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地域の方と協力して・・・

33

６年間の学びで６年生は「防災リーダー」として自覚カリキュラム
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引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料

消防署・消防団・家庭防災員・社会福祉協議会・水道局・アマチュア無線の皆さまが児童・保護者の
防災教育に協力連携
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２０２４年１０月１４日地域防災拠点訓練開催 （学校ＨＰから）今年の様子

35



引用：北綱島小学校地域防災拠点運営委員会作成の風水害マニュアル（学区で配布・共有）

2019 年訓練＆参観
地域防災拠点運営委員会が
実質的な
「地区ライムライン」を
回覧板等で配付
全校児童・保護者にも説明

引用：北綱島小学校地域防災拠点運営委員会副会長 垣中祐二氏「境目のない自助・共助の構築を目指して」
~被害者 0 に向かって進める自助・共助・公助・医療との連携~

学区の防災教育マニュアルを確立（地震・風水害）防災教育
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顔の見える地域づくりを目指して・・・
「北つな夏まつり」開催 まつりは もう一つの防災訓練！

41

引用：北綱島小地域防災拠点訓練「座学」資料 37



地域社会をつなぎ、防災文化を育てる要旨

要旨
横浜市立北綱島小学校・太尾小学校は、学校運営協議会を中心とした学校・保護者・地域の連携を継続発展
地域・保護者による学校支援体制が深化。学校を拠点とした学区の防災まちづくりが活性化。
そのポイントには学校PDCAサイクルに噛み合った学校運営協議会の実質化がある。
今回、両学校の元校長の鷲山が両校の今を取材して紹介した。

取組成果
（１）学校運営協議会と学校経営のPDCAサイクルが噛み合い、学校目標実現に向けた取組が深化
（２）登下校安全見守り体制、いじめ防止対策、防災教育への学校・保護者・地域連携が深化
（３）学校運営協議会が推進する「学校授業参観共催の地域防災訓練」「学校と地域のまつり」で地域社会再生

コミュニティ・スクール継続発展のための取組のポイント（一体的実施による学校・地域の課題解決）
Ａ 学校のチーム化とPDCA サイクル確立 →学校運営協議会にて協議、承認、助言、支援するサイクル
・学校経営方針・教育課程・予算・地域防災・登下校安全・いじめ防止対策・学校評価

Ｂ 学校運営協議会における校長・学校職員の役割は、学校職員、保護者、地域などの主体的参画を促し、
合意形成を創出する「ファシリテーター」

Ｃ 授業参観と共催の地域防災訓練 学校拠点地域まつり
（職員への負担が少なく、児童・保護者・職員・地域が一体になり防災を学ぶ）

変化・成長
学校職員・児童・保護者組織・地域組織・それぞれの成長 「学校を核とした防災まちづくり」の実現

今後の課題
北綱島小・太尾小型の「学校を核としたまちづくり」を横展開することが、地域再生と防災力アップにつながるのでは

38



学校経営と「車の両輪」の学校運営協議会が地域社会を再生し、防災文化を育てる謝辞

謝辞
この発表にあたり、横浜市立太尾小学校、北綱島小学校の学校運営
協議会、PTAの皆様、現職校長先生はじめ職員の皆様のご協力をい
ただきました。
感謝申し上げます。

また、温かい連携により、学校づくりと地域づくりを実現されてきた歴代
の皆様に心より敬意を表します。

今年の北綱島小地域防災拠点訓練は１０月１４日に実施 ＨＰ「地域防災拠点訓練」に公開中

今年の太尾小防災DAYは １１月１６日（土）午前 見学歓迎とのことです。
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